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情報通信技術（ICT)の発展 bis 
  

19世紀 

20世紀 

21世紀 

 文字の伝達 

人と人：・音声通信 

コンピュータとコンピュータ： 

  

・データ通信 

・マルチメディア通信 

Big Data 

IoT（物のインターネット） 

ラジオ・テレビ放送 

電信（電報） 有線通信・
無線通信 

（のろし・早馬・飛脚） 

電話の普及（100年で6,000万
回線） 

本、新聞、雑誌 

FAXの普及 

携帯電話（10年で6,000万回線） 

インターネットの急速な普及 

 （ブロードバンド：5年で1,000万回 ADSL） 

スマートフォン 

光ファイバー 

  20世紀 後半物語 

私の 



誕生 …..終戦後 

父（敬一） 
・三重県伊賀にある山村の養蚕農家 
長男 ・・農業には大学不要、親は学費出してく
れない～（タダで進学できるところに） 
・陸軍軍医学校入学（中国満州） 
・鹿児島県基地配属（陸軍中尉）、終戦即帰郷、
結婚、私が誕生（昭２２：ベビーブーム世代） 
・京大医学部研修医 （左京区聖護院町に数年
間下宿：私も）、病院勤務（愛媛県、滋賀県、広
島県）、開業（伊賀市）、地域医療貢献、1993年
逝去 
 



母（素子） 
・祖父は伊賀の農家出身、師範学校、
京大法卒、京大助手、その後、東北
大法文学部創設のため教員として
赴任、戦後は弁護士。母は伊賀生ま
れ・仙台育ち、女学校国語教師、現
在93歳 

著書多数、ベルリン（ドイツ）
留学、絵葉書を毎週家族に
郵送 
 
弟子多数 



私のICT原点            ~since 1961 

電話級アマチュア無線技
士免許 （いまでも有効） 
昭和36年5月2日 
中学1年生の春 
受験は小学6年生の3月 
 
※父親に買ってもらった
「ハムになる本」を読んで
独習(小5）、 
Π（円周率）も√  (ルート）

も小学校では習っていな
かった。  
JA4BDO 開局（広島県） 
JA2DEI 開局（三重県） 



参考書 

パイ（π）とか、ルート（√ ）とか意味不明。 
聞く人もいない、ネットもない時代。 
まあ、いいか、問題と解き方を丸覚えし
よう。 
・・で、成功！ 



５球スーパー引用：http://blog.goo.ne.jp/ichliebejapan/e/26d20244b7bc7f24f56f9ba1dae83886 

短波ラジオの自作（５球スーパー式） 
その後、短波送信機も自作（春日電
機キット利用：後のトリオ>ケンウッド） 
当時、瀬戸内海沿岸には船の解体屋
が幾つかあり、ジャンク部品を目方
（キログラム単位）で買うことができた。
米軍放出通信機、メーターや真空管
など。 
 
＊楽しい中学生時代 
・・友達はほとんどいなかったが 

父と一緒に借家前庭に立てた青竹のダイポー
ルアンテナ。短波用（HF）。・・・その後、VHF
（50MHz）の送受信機を作って、八木アンテナを
自作（波長が6mなので、エレメントがデカかっ
た） 



学歴１ 

 （湯川秀樹先生の理論物理学に憧れたが…） 
 家庭の事情により京都ではなくて、東京大を受験 
 理科１類は理学部も（とても少ないが医学部も可）進学可能で、   

２年生の秋に進振 
 地方高校生の天狗の鼻は、大学１年最初の学期で脆くも折

れ、・・工学部志望に転向 
 
～高校までは～ 
・愛媛県宇和島市「愛和聖母幼稚園」、滋賀県八日市市「八日
市小学校」卒、広島県松永市「大成館中学校」卒、奈良女子大
学「文学部附属高等学校」卒 

 
 

 
 



http://www.sankei.com/photo/story/expand/170119/sty1
701190020-p1.html Facebook stamps 

オーマイゴッド ＞ ワッハハ 
＞ しゃない、なんとかなるさ 

ぼきっ! 



学歴２ 

 学科説明会に来た電気工学科先生の話が面白かっ
たので志願 （「電気」の人気は「建築」に次いで高かった）  
（「情報」系はまだなかった） 

 電気工学科では卒論指導教官に「通信」の先生を選
んだ（学科説明に来た先生：尾佐竹徇教授） 

 大学院修士課程に進学。・・博士に行くつもりだった
が、M2夏休み中に気が変わって、就職希望に。  

  
＊残り物に、福が！ → KDD （国際電信電話（株）） 

 



残り福 
@狸谷山不動尊 
節分会 
2017-02-03 



国際通信の研究開発 （KDD） 

 国際電話ダイヤル直通化の技術開発 
 それ以前は、国際電話交換手に番号や相手氏名を話して

申し込み 
 国内長距離でもかなりの期間、交換手経由 

 国際標準化＝先進主要国との共同開発（ITU:国際
電気通信連合） 

 G6：米、英、独、仏、伊、日（ITUの会議議長はベルギ

ー人）・・持ち回りで各国、３ヶ月毎の開発会議・・欧
米を業務旅行、加えて、ITUの会議６ヶ月毎 

 ITU本部のあるジュネーブ（スイス）駐在 
 

 



ジュネーブ駐在 自宅テラスで会議
参加者とランチ 

家宝： 
当時のゲスト
ブック 



家族旅行
スナップ 
背景はアイ
ガー北壁 
NorthFace 

https://goldwinwebstore.jp/ec/srDispCategoryTreeLink/doSearchCategory/12030200000/04-05/3/2 



帰国：電話からデータ通信（インターネット）
に転進 
 新規事業開発の担当に （ビル・ゲーツにも会った） 

 JPIX（インターネットプロバイダーの相互接続拠
点）の創業 

 
 
 



企業合併 KDD＋DDI＝KDDI 

 転職 （KDD執行役員だったが、自分意思） 
 創業：湯崎英彦（通産

省出身、現広島県知事） 
 
＊NTTコムと米国ADSL
事業者（COVAD）の合弁 
＊毎週英語で電話会議 
＊イー・アクセス、ソフト
バンクと競合激化 
＊米国出資者が倒産 
＊NTTコムが支援強化 
 
＊小生は退職へ （お前
さんはもういらない） 
 
 



東京工業大学の教員公募 

21世紀COEプロジェクト

MOT（技術経営）を講
ずる 
＊日米合弁スタートアッ
プ企業、MBAを実務で

学習し、散々痛い目に
あったことが幸いした！ 
 
「人生すべて塞翁が馬」 
 
 
 

Rice大学“INNOVATEアジア研修”@NUS 





国立情報学研究所（NII） 
 ・客員教授として研究活動 
  

カザフスタンの大学にてシンポジウム開催、発表（2007） 



大谷大学に着任  
（2008年～） 
・iPadを学科学生全員に 
配布（2011年） 
 



9年間・・ 
104人の卒論学生さんたちと！ 



  

米国ワシントンDCダレス空港 UAの搭乗カウンター 
http://blog.goo.ne.jp/geneve1992/e/4d33082f51598920b09a62dddbc067c5 

ICT 機械化が 
日々進んでいる！ 



機械との競争:  
 技術革新による失業の第3波 
 

http://www.amazon.com/Race-Against-The-Machine-ebook/dp/B005WTR4ZI 
（2011年10月発行） 

“第三の失業の波は、高等教育を受けた知的
労働者の多くが失業する可能性を秘めている” 
 
“現在はコンピュータの発達により、工場労働者
ばかりでなく、平均的なオフィス労働者の仕事も
どんどんなくなってきている。 
 このことは銀行のATMや空港の自動改札など
を見れば明らかに思える。 
 それは産業革命で、馬が必要なくなったのと同
じことだという” 
 
 

http://www.amazon.com/Race-Against-The-Machine-ebook/dp/B005WTR4ZI


今は無き3号館と記念写真 （2015年3月） 



  
Thank you for your attention 
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